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ピクノジェノール®の松の栽培地 

ピクノジェノール®は
、フランス南西部に
あるランド・ド・ガスコ
ーニュの森だけに生
育する単一種の松の
樹皮から採ったエキ
スです。 
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 心臓の健康 

 循環器の健康 

 関節 

 スポーツ 

 アレルギー 

 口腔の健康 

 眼の健康 

 皮膚の健康 

 認知機能 

 女性疾患 

 糖尿病・メタボ 

 …………. 













ピクノジェノール® の抗炎症作用は既に下記 
の炎症疾患に対して証明されている。 
 
ピクノジェノール®の抗炎症作用を示す試験: 

 日焼け 
 月経困難症 
 骨関節炎 
 肩こり・五十肩 
 喘息・アレルギー 



単独投与

20例 

薬剤併用

21例 

犬 
42例 

猫 
9例 

皮膚疾患 
42例 

原因不明 
7例 

猫左房負荷 
2例 

投与群全体51例 



効果あり

63% 

変化なし

37% 

犬皮膚疾患41症例に対するパンフェノンSの効果 



犬皮膚疾患41症例に対するパンフェノンSの効果 

効果あり

90% 

変化なし

10% 

効果あり

38% 変化なし

62% 

単独投与群20例 薬剤併用群2１例 



効果あり

59% 

変化なし

41% 

犬皮膚疾患全41例 

効果あり

80% 

変化なし

20% 

単独投与20例 

効果あり

43% 

変化なし

57% 

薬剤併用21例 



原因不明7症例に対するパンフェノンSの効果 

効果あり

75% 

変化なし

25% 

効果あり

67% 

変化なし

33% 

単独投与4例 薬剤併用3例 



●スムースチワワ 4歳 避妊雌 

●ワクチンフィラリア予防済み 

●主訴 

   両側外耳炎 

   口唇、鼻鏡、両眼周囲の炎症 

   掻痒有。 

●主食 市販フードのみ 

●治療 

  2010年 4月20日  

  パンフェノンS １錠B／D 
 



治療経過 

投薬開始1ヶ月後には掻痒感が無くなるが、流涙、口唇周囲の炎症は改善しな
かった。しかし継続投与を行う事で顔面の炎症像も徐々に落ち着きを見せる。 
現在、一連の症状は出ておらず、S／D継続投与中である。 
                                 （写真は2013年7月現在） 
 



●パピヨン 4歳 避妊雌 

●ワクチンフィラリア予防済み 

●主訴 

  流涙、全身掻痒（特に顔面） 

●主食 市販フードのみ 

●既往歴  アジソン病 

  現在フロリネフ、ステロイド投与中 

●治療 

  2013年7月20日 

  パンフェノンＳ B／D 30日間 

  



投薬10日後には掻痒が落ち着いた。流涙は残るが減少している。     
治療中のアジソン病に関して特に症状の変化は現在認められていない。 
現在継続投薬中。 
 

治療経過 



●ロングヘアーダックス 1歳 

             未避妊雌 

●ワクチン、フィラリア予防済み 

●主訴 

  顔面掻痒、両外耳炎、四肢自舐 

●主食 一般フードのみ 

●治療 

  2013年 7月16日 

  パンフェノンＳ B／D 30日間 



投薬開始1週間くらいより掻痒減少、外耳炎終息した。首周りの掻痒は残る。
継続投薬中。 

治療経過 



●ロングコートチワワ 4歳 避妊雌 

●ワクチン、フィラリア予防済み 

●主訴 2007年 4月 

  左右結膜浮腫、両眼瞼炎、流涙 

  四肢先端自舐 

  年齢の割には動かない 

●主食 一般フード＋副食 

●治療 

  パンフェノンＳ B／D 

  食事指導 シャンプー療法 



投薬開始1ヶ月で流涙、外耳炎は落ち着いたが、四肢の病変は消失するのに 
3カ月を要した。現在は投薬6年目となるが、以前認められた症状は消失し、 
動きも活発になっている。食事管理も気を使うようになった。 
右の写真は2年前に急性胆管開口部閉塞を患い入院治療した時のものである。 

治療経過 



今回、初期の犬猫の難治性皮膚疾患に対し 
 

パンフェノンS単独投与群20頭中、 
    効果有18例（90％）  効果なし2例（10％） 
薬剤との併用群21例中、 
    効果有 8例（38％）   効果なし13例（62％） 
原因不明7頭に対する単独投与群4頭中、 
    効果有 3頭（75％）   効果なし1頭（25％） 
                                            との結果を得た。 
また、犬皮膚疾患単独投与群の飼い主へのアン
ケートで76％のオーナーが効果を認めた。 

 
慢性化した皮膚病や病態の進行した症例に関して、
パンフェノン単独投与では期待する効果は認められ
なかった。 
原因不明の7例では精査は希望しないが、状態の改
善を希望したオーナーに投与を進めた。 
運動能力の改善、被毛光沢および毛質の改善等が
認められた。 
 
今回統計から外した猫の皮膚疾患1例では、被毛光
沢の改善と口臭の減少、左房負荷2例では、1例に
LA/AO比の減少が認められた。 
 
  

 
パンフェノンSに含まれるピクノジェノールは、ヒト領域
の健康食品として世界で広く知られ、飲用され続けて
いることからも考えられるが、薬剤との併用以外にも
単独投与による効果が認められている。 
小動物領域に関しても、薬剤に頼る前に基礎の免疫
食品としても有効であると考えられる。 
 
多くのオーナーは伴侶動物が呈する症状に敏感に
反応し、病態の進行しない初期段階で医療機関に受
診するケースが増加している。 
 
 

 

 
 
また、難治性免疫疾患の疑いをインフォームドする
場合、多くのオーナーは事実を理解する理性を保て
ないような気がする。 
そこで、難治性免疫疾患についてより柔軟に理解し
て頂く術として、健康免疫食品の処方も効果的であ
ると考える。 
 
 
 
 



 犬の難治性疾患に対するパンフェノンＳの有用性（19頭） 
 2006年 日本獣医臨床病理学会 
                 （日本獣医生命科学大学 藤田道郎ら） 
 

  
 僧帽弁閉鎖不全犬に対するパンフェノンＳの有用性（12頭） 
 2009年 日本獣医臨床病理学会 
 2009年 日本獣医内科学アカデミー 
                 （日本獣医生命科学大学 小山秀一ら） 
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